



























































































































だがこのままだと A がみずからの影を追うだけで B に変容することはない。 
図２ 
図２は、I の恒等射影、T の恒等射影があり、I から T への射影が描かれている。こうし
ていくと I を T として知覚する変容のプロセスが理論的に示されるが、このとき I と T
が離散的であることが重要であり（離散圏）、I から見たとき何が起きているか不明であ
る必要がある。なぜなら気がついたら変化していた、というプロセスが問題だからだ。「A
































fig.4 マルセル・デュシャン「泉」1950 年 
（レプリカ／オリジナル 1917） 
図 3 





















































































































































































































































































































































































チ」1977、『荒川修作展図録 絵画についての言葉とイメージ』西武美術館、1979 年 
fig.7 大崎晴地「エアートンネル」2013 年、撮影：髄 






本論は、2018 年 12 月 2 日に開催された第 12 回東西学術研究所研究例会「荒川＋ギン
ズのアートおよび建築の諸相」の発表原稿に、部分的に加筆・修正を加えたものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
